
様式第1号（第2条関係）

※　申請書は、必ず学生本人が記入してください。

□国公立 □大学 □専修学校 □進学予定

□私立 □短大 □高等学校等

※ □自宅外 (｢自宅外｣とはアパート等から通学する場合をいいます。)

〒　　　　－　　　　

魚沼市

自宅℡　　　　－　　　　 　　　－　　　　－

　　　　年　　月　　日

申請者
　　　(必ず本人が署名のこと。)

保護者
　　　(必ず本人が署名のこと。)

魚沼市長　　様

令和8年度募集

奨学金貸与申請書

ふ り が な 性　　別

氏 名 男 ・ 女

生年月日 　　　　　年　　　月　　　日生(満　　歳) 有(　　　年間)・　無

□県内

□県外
□　　学年在学予定
　（在学申請の場合）

通学別 □自宅

他の奨学金の
申込状況

□有（制度名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無

借入年数 　　年間

連 絡 先 日中連絡先℡
父 職場
母 携帯

氏 名 続柄 年齢 勤務先・学校名等 備考

※｢続柄｣は、奨学生からみた関係を記入してください。
※｢年齢｣｢学校名｣は、申請時で記入してください。

※｢勤務先｣は、正規・パートを問わず必ず記入してください。
※パート、アルバイトは、備考欄にその旨記入してください。

（奨学金を必要とする状況及び進学に対する抱負を記入してください。)

　　上記の記載事項に相違ありませんので、魚沼市奨学金貸与規則第2条の規定に基づき、
　申請します。

奨
学
生

高等学校等在学時の魚沼市奨学金
等借用の有無

※令和8年4月
における
 進学予定校
 又は在学校

/ / / / 　　年制

保
護
者

現 住 所

受　付　欄

家
族
の
状
況
（
奨
学
生
以
外
）

(該当の箇所に✓を付ける)



様式第1号(第2条関係)

※　申請書は、必ず学生本人が記入してください。

□国公立 ☑大学 □専修学校 ☑進学予定

☑私立 □短大 □高等学校等

※ ☑自宅外 (｢自宅外｣とはアパート等から通学する場合をいいます。)

〒　946‐0011

魚沼市　小出島910番地

自宅℡　　　　－　　　　025-793-7452 　090-○○○○-○○○○

　令和　7　年　12　月　20　日

申請者 魚沼　太郎
　　(必ず本人が署名のこと。)

保護者 魚沼　一郎
　　(必ず本人が署名のこと。)

魚沼市長　　様

奨学金貸与申請書

ふ り が な うおぬま　　たろう 性　　別

氏 名 魚沼　太郎 男 ・ 女

生年月日 　平成 19年 9 月 1 日生(満 18 歳) 有(　　　年間)・　無

□県内

☑県外
□　　学年在学予定
　（在学申請の場合）

通学別 □自宅

他の奨学金の
申込状況

☑有（制度名：日本学生支援機構（第二種）　　　）
□無

借入年数 　4　年間

連 絡 先 日中連絡先℡
父 職場
母 携帯

氏 名 続柄 年齢 勤務先・学校名等 備考

魚沼　一郎 父 50 ㈱魚沼建設

魚沼　良子 母 48 魚沼フーズ 　パート

魚沼　次郎 弟 15 小出中学校

魚沼　市子 姉 19 東京デザイン専門学校

魚沼　イチ 祖母 70 無職

※｢続柄｣は、奨学生からみた関係を記入してください。
※｢年齢｣｢学校名｣は、申請時で記入してください。

※｢勤務先｣は、正規・パートを問わず必ず記入してください。
※パート、アルバイトは、備考欄にその旨記入してください。

（奨学金を必要とする状況及び進学に対する抱負を記入してください。）

【　奨学金を申し込むに至った事情・進学にあたっての抱負などを具体的に記入する。

　　　　　　　　　　　「経済的理由のため」等の一言のみでは受け付けられません。　】

　　上記の記載事項に相違ありませんので、魚沼市奨学金貸与規則第2条の規定に基づき、
　申請します。

奨
学
生

高等学校等在学時の魚沼市奨学金
等借用の有無

※令和8年4月に
おける
 進学予定校
 又は在学校

/ / / / 　4　年制

保
護
者

現 住 所

受　付　欄

家
族
の
状
況
（
奨
学
生
以
外
）

(該当の箇所に✓を付ける)

記入例


